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1．スルファモノメトキシンの経ロ投与による治療効果

スルファモノメトキシンは持続型サルファ剤の一種で水産用医薬品として使用が許可されて

いる薬剤である。サケ科魚類の細菌性疾病に対する本剤の経口投与による治療は、せつそう病

に対して有効であることが知られており、東京水試（１９６６，１９６７）、原（１９７４）

はニジマスを用いた感染実験により、岐阜水試（１９６７）はアマゴ・ピワマスのせつそう病

の自然発病群に対する野外治療実験により有効性を報告している。しかし、せつそう病ととも

にサケ科魚類の代表的細菌疾病であるビプリオ病のスルファモノメトキンンによる治療報告は

少なく、原（１９６９）によるニジマスのピプリオ病の野外治療実験報告が知られている程度

である。そこで、感染実験によりニジマスのピプリオ病に対する本剤の有効投与量を明らかに

する為以下の実験を行った。

材料および方法
～～～－～￣～～

（１）供試魚

奥多摩分場産ニジマス（１＋群）、平均体重５２．２，を１区あたり３０尾ずつ用いた。な

お、供試魚群のピブリオ病発病歴は無い。

（２）供試薬剤

スルファモノメトキシン（商品名；水産用ダイメトン、以降ＳＭＭと略記する。）

（３）薬剤投与量および投与法

薬剤投与量は６．３，１２．５，２５．０，５０，０，１０００叩／魚体重１Ｋ,／ｄａｙとした｡給

餌率を体重の１％として粉末配合餌料に薬剤を混合調餌し、５日間連続投与した。なお、１

日分の餌料は午前中に１回で全量投与し、人為感染終了後４時間目に第１回の投与を行った。

（４）供試菌株

ニジマス由来のＶｉｂｒｉｏａｎｇｕｉｌｌａｒｕｍ（Ｎ７８０２）を供試した。本菌に関する詳細

は別表１に示す。

（５）感染方法

供試魚の感染は菌浴感染により行った。菌液は供試菌株を１％Ｎａｃｌを含むハートインフ

ュージョンプイヨン培地（エイサン）で２２℃４８時間培養し、１％のＮａｃｌを含む飼育

水３０Ｚに生菌数が１０４ＣＦＵ／１Ｍになるよう培養液を加え調製した。なお、菌浴時間

は２０分とし菌浴中は通気した。菌液の温度は１４７～１５．０℃の範囲であった。

（６）効果の判定

試験期間中に艶死した個体についてＢＴＢティポール寒天培地（ニッサン）を用いて腎臓

の細菌検査を行い、黄色のコロニーを形成する菌が優占的に分離されたものを陽性、すなわ
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ち発病魚とゑなした。

投与区の発病率と対照区の発病率から下試の式により有効率（ＲＰＳ）を算出した。

投与群の発病率
有効率（ＲＰＳ）＝（１－ ）×１００

対照群の発病率

なお、この方法はAmend（１９８１）がワクチンの効果判定基準として用いたものであり、

便宜上ＳＭＭの有効性評価に応用した。

（７）実験期間

昭和５６年７月３日～７月２０日（１８日間）

（８）実験期間中の飼育水温

平均水温１６．２℃（範囲１４．３～１８．３℃）

結果
一

実験区毎の死亡率および有効率（ＲＰＳ）を求め表１に示した。実験期間中の対照区におけ

るピプリオ病の死亡状況は死亡数２２尾、死亡率７３．３％にのぼったが、ＳＭＭ投与区では投

与量の最も低い６．３”／K,投与区においても死亡魚は観察されず、極めて高い治療効果が認め

られた。

表１ニジマスのピプリオ病に対するＳＭＭの経口投与効果

ピプリオ病による死亡魚
（発病魚）

投与量
実験区Ｎ

（噂／K?）

平均体重

（『）

有効率

（％）尾数率（％）

0.0

６．３

１２．５

２５．０

５０．０

１００．０

１
２
３
４
５
６

３０４７．４

３０５３．８

３０５１．０

３０５３．５

３０５３．０

３０５４．０

２
０
０
０
０
０

２ ３
０
０
０
０
０

●
●
●
●
●
●

３
０
０
０
０
０

７

１００．０

１００．０

１００．０

１００．０

１００．０

考察
一

ＳＭＭの有効投与量についてせつそう病では１日量として１００～１５０jﾜﾛﾜ／K７（東京水試

；１９６６、原；１９７４、岐阜水試；１９６７）、アユ、ブリ等のサケ科以外の魚種のピブリ

オ病では１００〃／K9程度（伏木；１９７０、愛媛水試；１９６８）とされている。本実験の

結果はこれらの値に比べ明らかに低くなった。この違いについて二つの理由が考えられる。一

つは本実験では既報より感染菌量が少なかったと考えられることで、既報は筋肉接種により感
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染させているのに対し本実験では菌浴法を用いている。二つめは本実験に用いたニジマス由来

のＶ、ａｎｇｕｉｌｌａｒｕｍアユ由来のＶ・ａｎｇｕｉｌｌａｒｕｍおよび他の魚病細菌とのＳＭＭ感受性

の相違が考えられる。しかしながらアユ由来のＶ・ａｎｇｕｉｌｌａｒｕｍに対するＳＭＭのＭＩＣは

青木ら（１９７３）により０．１α，／ｊＭとされているが、ニジマス由来のＶ・ａｎｇｕｉｌｌａｒｕｍ

のＭＩＣについての報告は無く今後の検討が必要となっている。

このように本実験でのＳＭＭの有効量は既報より少なかったが、その理由については推定の

域を出るにはいたらなかった。人為感染魚と自然発病魚とでは病状の進行状況や魚の抵抗力、

回復力等には相違があるのは当然であり、養魚池での有効量を知るには更に条件を変えての治

療実験のつふかされが必要と考えられる。

2．スルファモノメトキシンの薬浴治療効果

サルファ剤の薬浴剤としての有効性についてはいくつかの報告があり、スルフアモノメトキ

シンに関してはスルファモノメトキシンナトリウムを使った大上（１９６９）の海産稚アユの

ピプリオ病治療例や尾崎（１９７５）によれば温水性淡水魚のカラムナリス病の治療例がある

とされている。しかしスルファモノメトキシンのサケ科魚類における治療例は少ない。そこで

スルファモノメトキシン薬浴によるピブリオ病治療効果を検討するため、薬浴濃度別の治療効

果および薬浴回数と治療効果に関する実験を行った。

材料および方法
～～～～～～～～～～～シ

〔実験Ｉ〕

（１）供試魚

奥多摩分場産ニジマス（１＋群）、平均体重４７．８，を１区あたり３０尾ずつ用いた。な

お、供試魚群のピプリオ病発病歴は無い。

（２）供試薬剤

スルファモノメトキシンナトリウム（商品名；水産用ダイメトンソーダ、以降ＳＭＭ－Ｎａ

と略記する。）

（３）薬浴方法

薬浴液は０．１２５，０．２５，０．５，１．０％の４通りの濃度とし、それに１％になるように

Ｎａｃｌを加えて調製した。薬浴回数は１回及び２回の２通りとした。１回の場合はすべて

の濃度区を含め、菌浴の４時間後に薬浴させ、２回の場合は0.5および１％濃度区のふとし、

１回目の薬浴の２４時間後に２回目の薬浴を行った。

薬浴液の量は１５２，１回の薬浴時間は１０分間とし、薬浴中は通気した。
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(4)供試菌株

Ｖｉｂｒｉｏａｎｇｕｉｌｌａｒｕｍ（Ｎ７８０２）を供試した（詳細は別表１参照）。

(5)感染方法

供試魚の感染は前項と同様に菌浴感染により行った。

(6)実験期間

昭和５６年５月２１日～６月４日（１５日間）

(7)実験期間中の飼育水温

１３．９～１５．７℃

(8)効果の判定

実験終了時までの死亡魚および終了時の生残魚の腎臓について１％Ｎａｃｌカロハートイン

フュージョン寒天培地（エイケン）とＢＴＢティポール寒天培地（ニッサン）を用いて細菌

検査を行い、検査結果が陽性の個体を発病魚とした。試験区および対照区の発病率から前項

と同様に有効率を算出した。

〔実験Ｉ〕

(1)供試魚

奥多摩分場産ニジマス（０十群）、平均体重４７１を１区あたり３０尾ずつ用いた。供試

魚群におけるピプリオ病発病歴は無い。

(2)薬浴方法

薬浴後の濃度は0.5％のふとし、薬浴回数を１回から４回までの４通りとした。１回目の

薬浴は菌浴の４時間後とし、２回目以降の薬浴はそれぞれ前回の２４時間後とした。薬浴液

の調製法、薬浴時間等は実験Ｉと同じである。

(3)実験期間

昭和５６年６月１４日～６月２９日（１６日間）

(4)実験水温

１３．２～１５．７℃

(5)効果の判定

期間中の死亡魚について実験ｌと同様に細菌検査を行って発病魚を確認して有効率（ＲＰ

Ｓ）を算出した。

(6)その他

その他の各種実験条件および感染方法等は実験Ｉと同じである。
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結果
一

〔実験Ｉ〕

実験結果を表２に示した。死亡魚はすべて発病魚であった。１回薬浴の場合の死亡率および

発病率は０１２５％区及び０．２５％区では対照区と同じであった。0.5％区では死亡率は対照区

より若干低い値となったが、発病率は対照区と同じで有効率は０％であった。１％区では死亡

率は３１．０％に下り、発病率は４８３％、有効率は５０．１％となった。２回薬浴の場合は０．５

％区では死亡率４０％、発病率４３．３％と１回薬浴の１．０％区に近い効果が認められた。更に

２回薬浴の１．０％区では死亡率９１％、発病率２７．３％、有効率７１８％となり、反覆薬浴は

１回薬浴より治療効果が高いことを示す結果であった。

表２ニジマスビプリオ病に対するＳＭＭ－Ｎａの薬浴治療効果

ＳＩⅦⅥ－

Na濃度
（先）

生残魚
Ｎ死亡数

（尾）

発病率有効率

(先）（％）

薬浴

回数

死亡率

(％）
実験区

尾数保菌尾数

10.00３０２７９０．０３０９０．０

＊

20.00３０２９９６．７１０９６．７

３０．１２５１３０２９９６．７１１１００．００

４０．２５１３０２９９６．７１０９６．７０

５０．５１３０２４８０．０６５９６．７０

６１．０１２９９３１．０２０５４８．３５０．１

７０．５２３０１２４０．０１８１４３．３５５．２

８１．０２３３３９．１３０６２７．３７１．８

＊菌浴４時間後に１．０％Ｎａｃｌ液に１０分間浸漬した区

〔実験Ｉ〕

実験結果を表３に示した。死亡魚はすべて発病魚であった。対照区の発病率は９５．７％で

あったが、薬浴区の死亡率は対照区より低く、薬裕回数の増加とともに発病率は低下し、４回

では0％となった。有効率は薬裕１回区では３３．９％と低い値となったが反覆薬浴区では高く、

薬浴４回区では有効率１００％と高い治療効果が得られた。

－５－



表３０．５％ＳＭＭ－Ｎａ薬浴における薬浴回数と治療効果

発病数
（尾） 彌需有(勢箒実験区薬浴回数 Ｎ

０
１
２
３
４

１
２
３
４
５

３
０
０
０
０

２
３
３
３
３

２
９
７
２
０

２
１

９５．７

６３．３３３．９

２３．３７５．７

６．７９３．０

０．０１００．０

考察
一

一般に淡水魚を薬浴する場合はＮａｃｌを加えることによって薬剤の吸収が良くなることがﾀﾋﾞﾛ

られており、原ら（１９６７）はＳＭＭ１％液・１０分間薬浴においてＮａｃｌ（１％）を添加

すると血漿濃度は無添加の場合の２～２．５倍になることを報告している。そこで、薬剤の有効

利用や治療効果の向上にはＮａｃｌの添加が有利と考えられ、今回Ｎａｃｌ添加ＳＭＭ－Ｎａ液

によるピブリオ病治療実験を行った。

今回の実験では、１回の薬浴で治療効果をあげるにはＳＭＭ－Ｎａの濃度を1.0％以上にす

る必要があると考えられた。しかし、ＳＭＭ－Ｎａの溶液はｐＨが高いことから､薬液のｐＨの

影響と薬剤自体の毒性とが相まって薬浴毒性は高くなることが考えられ、井上ら（１９６６）

のワキンに対するＳＭＭ－Ｎａの毒性に関する報告からも、１％以上の高濃度により治療効果

を向上させ得るかどうかは疑問である。一方、実験結果から明らかなように反覆薬浴によって

ＳＭＭ－ＮａＯ､５％でも十分治療効果が認められることから、ＳＭＭ－Ｎａ薬浴によるピプリ

オ病の治療には1.0％以下の濃度での反覆薬浴が効果的であると考えられる。今後さらに0.5

％以下の低濃度における薬浴回数と効果の関係を検討することにより、ＳＭＭ－Ｎａの薬浴剤

としての実用化も期待出来るであろう。

5．スルファモノメトキシンの薬浴にともなう組織内残留

化学療法剤の使用に関しては治療対象となる養殖魚の食品衛生上の観点から、その薬剤の残

留は重要な問題である。したがって、薬浴剤としてスルファモノメトキシンを使用しようとす

る場合には、薬剤の体内濃度および残留期間を調べておく必要がある。スルフアモノメトキシ

ン薬浴時の体内濃度については井上ら（１９６６）のワキン、大上ら（１９６７）のアユ、原

ら（１９６７）のニジマスに関する報告がある。しかし、これらは薬浴後比較的短期間におけ
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る体内濃度の消長に関する報告であり、薬浴後魚体から薬剤が検出されなくなるまでの期間を

経時的に調べた例は無いようである。そこで、ニジマスをスルファモノメトキシンナトリウム

１％液で薬浴した時の体内濃度とその減少について観察した。

材料および方法
一

（１）供試魚

奥多摩分場産ニジマス（，＋群）、平均体重，，３．０牙を，００尾用いた。

（２）供試薬剤

スルファモノメトキシンナトリウム（商品名；水産用ダイメトンソーダ、以降ＳＭＭ－Ｎａ

と略記する。）

（３）薬浴方法

ＳＭＭ－ＮａおよびＮａｃｌをそれぞれ１％の割合で５０２の飼育用水に溶解し､供試魚１００

尾を１５分間浸漬した。浸漬時の水温は１４２℃であった。なお、浸潰中は酸素ガスにより

通気した。

（４）採材方法

薬浴終了後供試魚を飼育池に放養し、薬浴後４時間目に血漿および胆汁、肝臓、腎臓、心

臓、脾臓、胃、腸､鰍皮膚、筋肉、皮膚を含む筋肉（皮付筋肉）を採取し臓器分布測定用試

料とした。さらに、４時間、１，２，３，５，７，１０，２１，２５，３０日目に皮膚およ

び筋肉、内臓（心、腎臓を含む）、胆汁を採取し－２０℃に凍結保存して組織内残留濃度測

定用試料とした。それぞれ１回の採取尾数は５尾とした。なお、実験期間中は給餌率を１％

にして市販配合飼料を給餌した。

（５）スルファモノメトキシンの定量

臓器分布測定用試料と高濃度残留試料についてはＢｒａｔｔｏｎ－Ｍａｒｓｈａｌｌ津田変法（定

量限界Ｌｕ,／ヲ）、低濃度残留試料についてはＴｉｓｈｌｅｒ法変法（定量限界０．１〃／，）

により定量し、さらに低濃度試料についてはガスクロマトグラフィー法による定量を試ゑた。

なお胆汁については試料の量が少なかったため１０倍に希釈しＢｒａｔｔｏｎ－Ｍａｒｓｈａｌｌ津

田変法で定量した。したがって定量限界は１０”／ｙとなる。

結果
一

薬浴後４時間目のＳＭＭの臓器別濃度を図１（別表２）に示した。各臓器の平均ＳＭＭ濃

度は胆汁中が最も高く、血漿中濃度の５～７倍となっており、次いで皮層、肝臓、腸、心臓、

腎臓中濃度ゐ順で高く、筋肉、脾臓、鯉では血漿中の濃度の１／２程度と低くなった。

皮付筋肉および内臓中の残留濃度の変化を図２（別表３）に示した。各組織における濃度
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図１薬浴後４時間目のＳＭＭの臓器別組織内濃度
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図２ＳＭＭ－Ｎａ薬浴後の組織内濃度の変化（総量）
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は皮付筋肉では１０日目、内臓では２１日目に定量限界（０．１〃／’）以下となった。

薬浴後４時間目にＳＭＭの濃度が最も高かった胆汁中のその後の濃度変化については図３

（別表４）に示した。胆汁中濃度は薬浴後１日目に平均濃度が２０００嘘／牙と最高に達し､そ

の後速やかに減少し、７日後には定量限界（１０〃／ヲ）になった。

１００００

濃

度１０００ Ｐ

／￣、

"多
乙 100

１０

4ｈｌ２３５７１０

薬浴後経過時間

２１ ２５日

図３ＳＭＭ－Ｎａ薬浴後の胆汁中濃度の変化（総量）

考察
～､ジーゴー～～～

ニジマスにおけるＳＭＭ－Ｎａの薬浴時の残留期間における知見は無し､。ＳＭＭの経口投与

については現行（昭和５８年２月現在）の薬事法では休薬期間を１５日間と定めており、残留

期間は１５日より短いと推測される。今回の実験において筋肉については１０日で定量限界以

下となったことから、薬浴においても経口投与の場合と同様の消長を示すと考えられる。一方、

内臓については定量限界以下になったのは２１日目の試料であった。これは実験設定上のミス

により１０－２１日の１０日間に１回も採材していない為、今回の値には問題があり、薬浴後

１０日から２１日の間の残留について今後検討する必要があろう。

4．スルファモノメトキシンの薬浴毒性

スルファモノメトキシンを薬浴剤として使用する際は、対象魚種に対する安全性（毒性）を

時間と濃度の函数としてとらえる必要がある。スルファモノメトキシンの薬浴毒性については

井上ら（１９６６）のワキンに関する２４，４８ＴＬｍの報知が知られているにすぎず、ニジ

マスに関する報告は無い。本実験ではピブリオ病治療の際にニジマスが耐え得る薬浴濃度を知

るため、高濃度、短時間薬浴の場合の毒性について検討した。
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材料および方法
～～～～～～～～～～～

（１）供試魚

奥多摩分場産ニジマス（１＋群）、平均体重１１２３１を１区あたり１５尾ずつ用いた。

（２）供試薬剤

スルファモノメトキシンナトリウム（商品名；水産用ダイメトンソーダ、以降ＳＭＭ－Ｎａ

と略記する。）

（３）薬浴方法と観察期間

１，２，４，８％のＳＭＭ－Ｎａ液にＮａｃｌを１％の割合で添加し薬浴液とし、各所定

濃度の薬液５４に供試魚１５尾を３０分間浸漬した後流水中に戻どし、流水中で１２０時間

飼育して死亡尾数を記録した。なお、対照は１％Ｎａｃｌ液浴とし、浸漬時にはコンプレッ

サーによる通気を行った。

結果と考察
～～～～～～～～～

薬浴終了時とその後の流水飼育期間中の死亡尾数を表４に示した。薬浴時の薬液温度は１２．８

～１３．５℃であった。

ＳＭＭ－Ｎａの２～８％区ではエアーストーンによる通気に伴ない薬液の泡立ちが観察され、

特に４および896区では顕著でありＳＭＭ－Ｎａの濃度が高くなると魚体の粘液分泌量が増加

することが推測された。また４および８％区では供試魚の狂奔遊泳が観察され、特に８％区で

は顕著で薬浴開始１分後に狂奔遊泳が起こり、３分後には全供試魚が運動を停止した。これら

の結果からニジマスをＳＭＭ－Ｎａで薬浴する場合の濃度は１％以下と考えられるが、温度お

よび共存させたＮａｃｌの濃度、薬浴時の収容密度等についてさらに検討し、より安全で有効

な濃度を見い出す必要があろう。

表４ＳＭＭ－Ｎａ３０分薬浴に伴なう死亡尾数

薬剤濃度

（先）

死亡尾数平均
体重

(『）

Ｎ

終了時２４時間４８時間７２時間120時間

０
１
２
４
８

１５１０８．３００

１５１０５３００

１５１１３．３０２

１５１２３．０１２１５

１５１１１．７１５

０
０
２

０
０
４

０
０
４
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5．塩酸テトラサイクリンの経口投与による治療効果

テトラサイクリンは広い抗菌スペクトルを有する抗生物質であり、淡水魚と海水魚を問わず

各種の魚病治療に有効とされている。サケ科魚類については森川ら（１９６９）がアマゴにつ

いて、原（１９６９，１９７２，１９７４）がニジマスについてせつそう病の治療実験を行い、

有効投与量は５０坪／K9.日で５～１０日間連続投与が効果的であることを報告している。一

方、ニジマスのピプリオ病についての報告は少なく、保科ら（１９５７）の自然発病群に対す

る投薬例が知られている程度である。そこで、ニジマスのビプリオ病に対する有効投与量を明

らかにするため、人為感染魚を用いた治療実験を行った。

材料および方法
～ミツ、ソ、ソ、シ～～～、シーソー

（１）供試魚

奥多摩分場産ニジマス（１＋群）、平均体重４８．５牙を１区あたり３０尾ずつ用いた。な

お供試魚群のビプリオ病の発病歴は無い。

（２）供試薬剤

塩酸テトラサイクリン（商品名；水産用ジュンマイシン、本品１ヲ中にテトラサイクリン

を５５”含む。以降ＴＣと略記する。）

（３）薬剤投与法

薬剤投与量は１３．８，２７．５，５５．０，１１００叩／魚体重１Ｋ9／dayの４通りとし薬剤

の飼料への混合法等は第１項（「スルファモノメトキシンの経口投与による治療効果」）と

同じとした。

（４）供試菌株

Ｖｉｂｒｉｏａｎｇｕｉｌｌａｒｕｍ（Ｎ７８０２）を供試した（詳細は別表１参照）。

（５）感染方法

第１項と同じとした。なお感染時の菌液の温度は１４．７～１５．０℃であった。

（６）実験期間

昭和５６年７月３日～７月２０日（１７日間）

（７）実験期間中の飼育水温

平均１６．２℃、範囲１４．３～１８．３℃

（８）効果の判定

第１項と同じとした。

結果
一

実験結果を表５に示した。期間中の死亡魚はすべて発病魚であった。各区の発病率をaZAると
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対照区は６００％、投与区では１３．８坪区で４６．７％、２７．５坪区で３３．０％となったが５５

叩、１１０叩区では０％であった。各区の有効率は５５叩、１１０１，V区で１００％を示し、１３．８

１mV区および２７．５呼区ではそれぞれ２２．２％および４５０％となり投与量の増加に伴ない有効

率は上昇した。

表５ニジマスのビブリオ病に対するＴＣの経口投与効果

ビブリオ病による死亡

魚（発病魚）
体重

（幻

投与量
実験区

（jmWK9）

有効率

（先）

Ｎ

尾数率(％）

３０４９．７

３０４７．４

３０４７．７

３０５０．０

３０４７．７

８
４
０
０
０

１
１
１

0.0

１３．８

２７．５

５５．０

１１０．０

１
２
３
４
５

６０．０

４６．７２２．２

３３．０４５．０

０．０100.0

0.0１００．０

考察
一

ＴＣの経口投与によるニジマスのピプリオ病治療については、保科ら（１９５７）は１００

岬／K９．５日間で自然発病群における治療効果をみている。また原（１９７０，１９７２）によ

ればニジマスのビプリオ病にはＴＣを２０～２７．５坪／K９．５日間投与で有効としている。今

回の実験についてゑると５５’'1V、１１０呼区では死亡率は０％であったが２７．５坪区では３３

％となり、有効率になおすと４５．０％と低い値になり治療効果は低いように考えられる。ワク

チンの効果判定基準として有効率を用いたＡｍｅｎｄ（１９８１）はワクチンに関しては有効率

６０％以上を有効と見なしており、便宣上この基準を今回の結果に適用すると２７．５坪区は有

効範囲からそれることになる。したがって、ニジマスのビブリオ病の治療についても森Ⅱ|ら

（１９６９）、原ら（１９６９，１９７２，１９７４）のせつそう病に対する有効投与量５０ﾉﾘW／

Ｋ９と同程度の投与量が妥当と考えられる。

6．塩酸テトラサイクリンの経ロ投与後の組織内残留

前項の治療実験から、ニジマスのピブリオ病に対してテトラサイクリンの経口投与の効果が

明らかになった。しかし食用魚に対してのテトラサイクリンの使用に際しては本薬剤の組織内

濃度や残留期間を把握しておく必要がある。テトラサイクリンの経口投与後の体内濃度につい

ては尾崎（１９８０）によれば、原のニジマス、佐藤のアユ、粟田口のコイに関する資料があ
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るとされている。原はテトラサイクリンをニジマスに２７．５叩／K９．５日間投与した後、組織

内濃度を１０日間調べているが、これは投与量が少ないことと観察期間がやや短いことから満

足すべき実験とはいい難い、今回は投薬量を多くし、観察期間を延長して組織内濃度の変化を

観察した。

材料と方法
一

（１）供試魚

奥多摩分場産ニジマス（１十群）、平均体重１２４５１を用いた。

（２）供試薬剤

塩酸テトラサイクリン製剤（商品名；水産用ジュンマイシン、本品１牙中にテトラサイク

リンを５５”含む、以降ＴＣと略記する。

（３）薬剤投与法

薬剤投与量は５５，１１０叩／魚体重１Ｋ,／ｄａｙの２通りとし､ＴＣを水に溶解し市販配

合飼料（ペレット）に吸着添加させ、５日間連続投与した。なお、給餌率は１％とし、１日

分の飼料は午前中に１回で全量投与した。

（４）採材方法

ＴＣの最終投与後６および１２時間、１，５，１０，１５，２５日目に各区５尾ずつを取

り揚げ、尾柄部切断による採血後、血漿と魚体を－２０℃に凍結保存したのち分析に供した。

なお実験期間中は同じ配合飼料を同じように投与した。

（５）ＴＣの定量

被検材料について血漿および筋肉、肝臓、腎臓に分けてＴＣ濃度を測定した。定量はＢａｃｉ－

ｌｌｕｓｓｕｂｔｉｌｕｓＡＴＣＣ６６３３を使用し平坂円筒法による生物学的定量法で行った。

なお、本法の定量限界は血漿でＬＯ〃／)Ｍ、臓器で０．５以牙／，とされている。

（６）実験期間

昭和５６年６月２１日～７月１２日（２５日間）

（７）実験水温

１４．３～１８．３℃

結果
～￣

肝および腎臓中のＴＣ濃度の変化をそれぞれ図４，５に示した。肝臓組織内のＴＣ濃度は５５

叩、１１０叩投与群とも投薬終了後６時間目で最高となり、５５呼群で１６．０ノリヲ／，、１１０呼

群で１８２〃／『となり、その後経時的に減少し５日目には両群とも定量限界以下となった。
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26.0

24.0

22.0

腎臓組織内のＴＣ濃度は投与終了後１２

時間で両群とも最高になり、５５叩群で

は2.5〃／『、１１０呼群では4.0〃

／牙となり肝臓内濃度に比較して１／４

～１／６の値であった。しかしながら腎

臓ではＴＣは検出されなくなるのに５５

ｍmy群で１５日、１１Ｍ７群で２０日間を

要した。血漿および筋肉内のＴＣ濃度は

５５１mV群では６時間目でも検出限界以下

であり、１１０坪群では６および１２時

間、１日目の試料でわずかに検出される

程度であった。

考察
～～～～～～～

原はニジマスにおけるＴＣの組織内残

留濃度について血漿では投与終了１日後

に痕跡量しか存在せず、筋肉では０であ

､”／K9投与瀞

０
０
０
０
０
０

０
８
６
４
２
０

２
１
１
１
１
１

薬
剤
濃
度
（
ツ
ゲ
）

０
０
０
０

●
●

●
●

８
６
４
２

０６１２１ ５１０

（時間） （日）

図４肝臓中のＴＣ濃度の経時変化
ったとしてぃ

る。また肝臓

では２日まで

検出され、腎

臓では６日間

検出されたが

濃度は肝臓よ

り低かったと

している。今

回の実験でも

血漿および筋

肉内の濃度は

原の場合と同

じように極め

て低い値とな

０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
８
７
６
５
４
３
２
１

薬
剤
濃
度
（
〃
／
〃
）

一一ｏ－１１０噸／K9投与群

－－－５５〃

ぽiii
''1、」

、

、
、
」

iと==二Ｊ1J二二二J＿
０６１２１５１０１５
（時間

図５腎臓中のＴＣ濃度の経時変化

－１４－

２０

(日）



った。さらに肝臓と腎臓内の濃度についても腎臓は残留期間は長いが濃度は肝臓より低く、や

はり原の結果と一致する傾向を示した。しかし残留の期間は肝臓で原の報告の２倍、腎臓では

同じく３倍と長くなった。

血漿中の濃度については、尾崎（１９８０）はコイにＴＣを投与して血清中の濃度が４時間

後に３．２”／秘、肝臓内の濃度が４５〃／〃になったことから、魚類の消化管でのＴＣの吸

収が悪いとは考えられないとしている。粟田口はＴＣ５５叩／K9をコイに投与したところ、血

清中の濃度が４時間で最高となり８時間でＯとなることをゑていることなどから、本実験にお

ける血漿中濃度の低さはＴＣの排泄速度の速さに起因すると考えられる。

筋肉内濃度についてはニジマスにかぎらず他魚種の例でも低い傾向がゑられているがその原

因は不明である。

－１５－
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別表２－１スルフアモノメトキシン１％薬浴における４時間後の組織内濃度

＊

試科ＮｏＦｒｅｅ(匹牙／？)(血中比）Tbtal（」[ｚ５/7)(血中比）アセチル化率（％）

０
０
０
０
０

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

２
０
１
３
２

９
８
９
４
５

２
０
１
３

９
８
９
４

１
２
３
４血漿

５２５

0.0７２平均値 ７２

３７．０

３１．３

３１．８

３７．０

１９．７

2７０（２９３）

6４０（８００）

4４０（４．８４）

2７０（６．２８）

１．８５）

５．５０）

３．３０）

３．９５）

く
く
く
く

０
０
０
０

７
４
０
７

１
４
３
１

１
２
３
４胆汁

6６０（１２．６９）5３０（１０．１９）５

３１．４４６０（６．９５）3２０（４．９６）平均値
１９．０

２０．７

１３．２

２１．３

１２．１

100（

1２１（

1３６（

８０（

９１（

1.09）

１．５１）

1.49）

１８６）

１．７５）

８１（0.88）

９６（１．２０）

1１８（１．３０）

６３（１．４７）

１
２
３
４肝臓

８０（１．５４）５

１７．３1０６（１．５４）平均値８８（１２８）
１４３７７（

８１（

1００（

４３（

７０（

０．８４）

1.01）

１．１０）

1.00）

１．３５）

0.72）

0.83）

0.86）

0.86）

６６（

６６（

７８（

３７（

１
２
３
４

１８．５

２２．０

１４．０

２１．４

腎臓

５５（１．０６）５

１８．０7４（１．０６）6０（０．８７）平均値
３．１

５．９

１５．３

２８．９

６４（

６８（

1７７（

４５（

0.70）

０．８５）

１．９５）

1.05）

０．６７）

０．８０）

１．６５）

０．７４）

く
く
く
く

２
４
０
２

６
６
５
３

１

１
２
３
４心臓

【1０

１０．６8２（１．１３）７３（１．００）平均値
３４．３

１７．９

４５．９

１４．８

０．０

３５（

７８（

９８（

２７（

３０（

０．３８）

０．９８）

1.08）

０．６３）

０．５８）

０２５）

０．８０）

０．５８）

０．５３）

０．５８）

２３（

6４（

５３（

２３（

１
２
３
４脾臓

（３０５

２２．６5４（０．７３）平均値３９（０．５５）

＊……血漿中濃度は似,／１Ｍ

（定量法：Ｂｒａｔｔｏｎ－Ｍａｒｓｈａｌｌ津田変法、定量限界：１．０〃／牙）
－１７－



別表２－２スルフアモノメトキシン１％薬浴における４時間後の組織内濃度

試料ＮｏＦｒｅｅ('uZ/ア）（血中比）Total(〃/Ｉｦ)(血中比）アセチル化率(％）
6４（0.70）

6７（０．８４）

７３（0.80）

３１（０．７２）

１
５
５
５

●
●
●
●

３
７
５
６

6２（０．６７）

6２（０．７８）

6９（０．７６）

２９（0.67）

１
２
３
４

田

目

８９（0９４０－８

6.25７（０．８０）平均値５３（０．７５）
８．１

１０．６

１１．２

１５．３

１２．２

９９（１．０８）

８５（1.06）

1３４（１．４７）

５９（１．３７）

９０（１．７３）

９１（0.99）

７６（０．９５）

1１９（１３１）

５０（１１６）

１
２
３
４
５

腸

7９（１５２）

９３（１．３４） １１．５平均値８３（１．１９）

５０（０．４５）

５１（０．６４）

７２（０．７９）

２８（０．６５）

８．０

１９．６

１５．３

２１．４

4６（0.50）

４１（０．５１）

６１（067）

2２（０５１）

１
２
３
４鯉

４２（0．８１ １１．９３７（０．７１５

4９（ｑ６９）平均値４１（058） １５．２

1５６（1.70）

1３７（１．７１）

1７５（１．９２）

1０１（２．３５）

1０６（2.04）

０
８
０
０
０

●
●
●
●
●

０
５
０
２
０

1５６（１７０）

1２９（１．６１）

1７５（１．９２）

９９(２．３０）

１０６(２．０４）

１
２
３
４
５

皮膚

平均値１３３（１．９１） 1３５（１．９４） 1.6

３１（0.34）

３６（０．４５）

５０（0.55）

２２（0.51）

２
８
０
５

●
●
●
●

３
２
４
４

３０（０．３３）

３５（0.44）

４８（０．５３）

２１（０．４９）

１
２
３
４筋肉

0.6１６（

平均値３３（０．４８） 3４（０５０） ４．１

４４（０．４８）

４７（０．５９）

５８（０．６４）

２９（０．６７）

３６（０．６９）

４０（０．４３）

４３（０．５４）

５３（０．５８）

２６（０．６０）

３４（０．６５）

９．１

８．５

８．６

１０．３

５．６

１
２
３
４
５

皮付

筋肉

平均値 ４３（０．６１） 8.4３９（０．５６）

(定量法：Ｂｒａｔｔｏｎ－Ｍａｒｓｈａｌｌ津田変法、定量限界：1.0〃／，）

－１８－



別表３－１スルフアモノメトキシン1.0％溶液で１０分間薬浴

した時の組織内濃度の経時変化（残留）

内臓（〃／，）皮付筋肉（”／『）
薬浴後の

経過時間
ＮＯ

Ｔ゜tal薩瀦ＦｒｅｏＴｏｔａｌＦｒｅｅ
アセチル

化率(先）

０
０
０
０
０

●
●
●
●
●

７
０
１
０
８

４
５
６
３
３

９
０
８
３
５

●
●
●
●
●

４
４
４
３
０

１
１
１
１
１

４０．０

４３．０

５２．０

２６．０

３４．０

１
２
３
４
５

４時間

平均値３９．０４５．２１３．５

０
０
０
０
０

●
●
●
●
●

８
５
２
６
３

３
３
３
４
３

２５．５

３１．４

２０．０

２５．８

２９．８

５１．０

５１．０

４０．０

６２．０

４７．０

１２．５

１１．１

１７．６

１４．３

１１．１

２１．０

１６．０

１４．０

２４．０

１６．０

２４．０

１８．０

１７．０

２８．０

２１．０

１
２
３
４
５

１日

平均値１８２２１．６１３．３３６．８５０．２２６．５

０
０
０
０
０

●
●
●
●
●

０
２
４
３
５

１
７
３
２
１

３３．３

２０．９

２７．７

３０３

４４．４

１５．０

９１．０

４７．０

３３．０

２７．０

０
０
０
０
０

●
●
●
●
●

３
１
６
６
６

３

１
２
３
４
５

6.5

０
０
０
０

●
●
●
●

９
５
５
５

２

２日

３０．８４２．６３１．３平均値 １０．４

０
０
０
０
０

●
●
●
●
●

１
７
９
９
６

１
１

１８０

１０．０

１２．０

１１．０

２５．０

３８．９

３０．０

２５．０

１８．２

３６．０

１
２
４
０
０

●
●
●
●
●

１
１
１
１
３

１
２
３
４
５

３日

１０．４ １５．２２９．６平均値 1.5

２
５
０
５
３

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

１

１
１
８
２
１

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

く
く

一
へ

１
２
３
４
５

8.0 ２０．０５日

2.3平均値 0.3

(Ｔｉｓｈｌｅｒ法変法による定量結果、定量限界0.1〃／牙）

－１９－



別表３－２スルファモノメトキシン1.0％溶液で１０分間薬浴した時の

組織内濃度の経時変化（残留）－続き－

ガスクロマトグラフィー法
（Free、似,／ヲ）Tishler法変法(Total､似Z/y）

薬浴後の

経過時間
ＮＣ

皮付筋肉皮付筋肉 内臓

0.01

＜０．０１

１
１
１
１
１

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

ピ
ヘ

ン
く
一
へ

２
１
３
１
１

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

〆
く

ぐ
へ
ご
｛

１
２
３
４
５

0．０１
７日

＜０．０１

＜0．０１

0.01０．１平均値 0.2

１
１
１
１
１

０
０
０
０
０

●
●
●
■
●

０
０
０
０
０

〆
く
一
へ
一
へ
マ
ヘ
ニ
へ

１
１
１
１

０
０
０
０

一
く
一
へ
一
へ
〆
く

１
１
１
１
１

●
■
●
●
●

０
０
０
０
０

－
へ
ぐ
、
一
ペ
ン
く
〆
へ

１
２
３
４
５

１０日

0．１

＜001く０．１平均値く０．１

１
１
１
１
１

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

－
ヘ
ン
ヘ
ン
へ
ニ
ヘ
ン
へ

１
１
１
１
１

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

〆
へ
ご
ヘ
ン
く
〆
く
〆
へ

１
２
３
４
５

＜0.1平均値く0.1

１
１
１
１
１

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

く
く
く
く
く

１
１
１
１
１

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

く
く
く
く
く

１
２
３
４
５

＜０．１平均値くｏ､１

－２０－



別表４スルファモノメトキシン1.0％溶液で１０分間薬浴した時の胆汁中

濃度（”／１，２２）の経時変化
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金魚の優良親魚としての１条件について

（主として霄鰭に関する考察）



1．緒ロ

金魚生産業者にとって、優良親魚候補（０年魚）の選別及び確保は、生産過程における最も

重要で基本的作業である。各品種の特徴がよく現われている金魚が、親として好ましいことは

言うまでもないが、複雑な遺伝因子に帰因する素質等については、数代に渡る観察が必要であ

る。しかし、一般に親魚を選ぶには、外見に現われた体型や色彩等によって判断されているの

が通例である。

金魚を趣味として楽しんでいる愛好家は別として、金魚養殖業者の場合は、良質な金魚を、

単位面積当りいかに多く生産し得るかが大きな課題であり、特に最近の都内のように飼育環境

の悪い条件下では一層このことが要求される。この面からの優良親魚としての条件も当然考慮

していかなければならない。

単位面積当り生産量（額）の増加を図るには、ふ化過程を含めたその後の繊密な飼育管理が

大きく影響する。曝気装置等の機械力の導入によって更に増収に効果を上げ得ることが出来る。

しかしながら、量的に好生産を上げても、金魚の質（体型、尾の型、色彩等）が優良でなけれ

ば、必らずしも単位面積当り生産金額増には結びつかず、大事なことは市場価値の高い金魚を

より多く生産することである。

金魚の尾の型には、通常フナ尾、三つ尾、四つ尾、サクラ尾等がある。その他三つ尾、四つ

尾等が極端に開きすぎたり、逆に閉じ加減（つまみ型）のもの、片方の変形、鰭先の反転、あ

るいは外見フナ尾でも、よく見るとわずかに鰭を２枚有する屯の等が出現し、これらは、前者

の正常尾に対しいずれも不正の尾型とされ、一般的に市場価値が低い。特にリユウキン、デメ
※

キンのように、本来三つ尾、四つ尾のごとく開尾である品種では、フナ尾I土例外を除いてまっ

たく品種としての価値がなく、市場価格も低い。また、フナ尾が正常尾として通用しているワ

キンですら、開尾（三つ尾、四つ尾）の方が若干高く取引されている。従って品種によっては、

フナ尾の出現率が少なく、正常尾が多く産出される系統の親魚を作ることが重要である。これ

が金魚養殖で省くことの出来ない選別作業の手間を大巾に軽減し、単位当り生産金額の増加を

もたらすことになり、優良親魚としての重要な条件となる。

元来、三つ尾、四つ尾等開尾を正常尾とする金魚の瞥鰭には、ワキンも含めて単瞥鰭（１枚

のもの）と複讐鰭（２枚のもの）とがあり、その中間型でＹ字型やＶ字型がある。その出現割

合は親魚の瞥鰭や品種によって変化するようであり、一概には述べられない。更に、フナ尾を

※新潟地方において「サバ尾」と称し、リウキンのフナ尾のものから尾鰭の長いものを生産し

取引されている。
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正常尾とするシュプンキン、コメット、ヒブナ等は、産出される稚魚すべてが単啓鰭で、複腎

鰭の存在は、特殊な実験交配を除いていまだ認められていないようである。

松井(1935)によれば、「三つ尾、四つ尾は、現在金魚としてこの性質を純粋に保有するもの

がないので、実験には甚だ困難であって、また、これを純系に分離することも容易ではない。

大体三つ尾四つ尾も各々大部分その特性を出現する。この際、中間型や不正型、奇型が相当の

数出現し、純粋のフナ尾も出る。三つ尾四つ尾を開き尾として見る時は、大体開き尾として純
１）

粋であって、真のフナ尾の出現は、よく淘汰せられた品種では先祖返り変異の程度である…･」

としている。しかし、リュウキン等開尾を正常尾とする品種では、現在に至るまでの幾代もの

交配によって、フナ尾を淘汰してきたわけであるが、いまだ相当高い割合でフナ尾が出現して

いることは事実である。但し、ここで特につけ加えておきたいことは、生産者が親魚を選別す

るに当って、瞥鰭まで注意しないことが多く、これがフナ尾の出現頻度が高い一因と推測出来

る。更にまた、尾鰭と啓鰭を組合せた実験の中で「一体魚類の尾鰭と瞥鰭とは、同一の肛門後
●●●

●●

部皮しゆう（Postallalfold）から発生したものであって、発生初期は連結したひだであるか

ら、金魚の開き尾は元来複替鰭たる可きものであるから、当然連鎖遺伝をなすものと予想せら

れるが…!)ろ)と報告している｡しかしその実験結果は､他の目的のための実験を整理したもの
で、かつその交配は一部を除いて、雌雄別品種の交配、更にこれを親魚としての交配等複雑で

３）
結論には達していない。

筆者は、この尾鰭と啓鰭との関係に着目し、１９７６年から、単瞥鰭の金魚は原則として親魚に

用いることをさけ、特にリュウキンについて、産出される稚魚の尾型等の観察を行なってきた。

また今回、当場で継代飼育したリュウキン２年魚を親魚として、単瞥鰭及び復讐鰭どうしの交

配による、稚魚の尾鰭と啓鰭の関係をも若干調査したので報告する。

本調査は、遺伝機構を追究する目的ではないので、使用した親魚も尾鰭、啓鰭に関して純粋

の確認はしていない。また、松井も述べているように、環境変異に相当影響を受けたことも考

えられるので付記しておく。

2．リュウキンの尾型別出現害11合について

１）材料及び方法

資料数がわずかであるが、1976年からふ化後第１回目の選別時に、尾型を正常尾（三つ尾、

四つ尾、サクラ尾）、不正尾（開き過ぎ、つまみ型、反転したもの等）、フナ尾の３つに分

け、各々の出現割合を調査した。尾型の判別は肉眼による方法しかなく、幼時の観察のため

その判別がつきにくいものもあった。また、外見フナ尾で下葉の下端が溝状に分かれたもの
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図－１ 尾鰭のいろいろ

（図－１尾鰭のいろいろ、(力)－(b)）はフナ尾とした。なお、調査した魚は、池換等によっ

て養魚池からいったんイケ舟に取りあげた集団の中から無作為に抽出した。
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2）結果と考察

結果を表－１に示した。

表－１リュウキン０年魚の尾型割合

調査
尾数計

採卵月日フナ尾開尾計正常尾’不正尾調査年月日

兜

１０．０

８．２

１２．４

１８．５

１６．２

尾
６
７
１
９
４

３
２
３
５
３

尾
４
５
９
９
８

２
０
１
５
９

３
３
２
２
２

尾
５
０
４
２
８

０
０
６
０
８

１
１
１

妬

２９２

３０．１

２５．６

３２１

４１．９

尾
９
５
５
７
８

１
０
５
５
８

２
２
１
１

尾
０
２
０
８
０

６
３
５
１
１

３
３
２
３
２

筋
８
８
０
４
９

□
可
●
●
●

０
１
２
９
１

６
６
６
４
４

１９７６

６．９～１１

４．２８

～５．１

１２．７１８７１２８３３１．２４５９５６．１合計 １４７０ ８２４

１９６

２４

１５６

１
７
６

０
ロ
●

６
７
６

３０２０

２８６

２２０７

２０．３

１９．４

２３．１

６５３

６０

５４７

７３．６

７２．９

７０．３

２３６７

２２６

１６６０

３２１６

３１０

２３６３

１９７７

７．３
４．２３

～２５

３７６ 6.4５５１３１２６０ ２１．４７２．２合計 ４２５３５８８９

６
５
５
１
５

●
●
。
●
●

１
２
４
４
４

３
５
０
８
３

１
８

１８２

１９５

２１４

１８６

１７５４

２
０
０
２
８

●
⑪
●
●
●

９
４
５
３
０

２
２
２
２
２

４
８
６
５
１

５
４
５
４
８

３

６９．２

７３．５

７０．５

７２．７

７４．７

１２８

１４７

１５８

１４１

１３７３

１８５

２００

２２４

１９４

１８３７

１９７８

６．６

４．２８

～３０

１０９ 4.1２５３１２２．１５８４合計

1９７９

６．８

合計

１９４７ ７３．８２６４０

２８９

１１５４

１１

５９

3.7

4.9

２１３

１９．３

７５．０

７５．８

６４

２３４

３００

１２１３

２２５

９２０
４．２４

～２６
７０ ４．６１９．７ １４４３２９８７５．７１１４５１５１３

０
２
１
８
６
０

４
８
１
１
１

１ ４
９
１
５
５
４

●
●
●
●
●
●

５
４
３
２
４
３

０
０
７
４
１
１

①
●
●
■
●
●

３
３
５
６
４
５

７
７
７
７
７
７

７
３
６
８
５
３

５
６
７
６
７
６

５
３

２１．６

２２．１

２１．２

２１１

２１．４

２１．５

２４４２

１５６４

３４７

３１４

３３５

２８３

１８８５

１２０１

２７１

２４６

２６０

２２０

２５８２

１６４６

３５８

３２２

３５１

２９３

１９８０

６．２８

４．２２

～２４

１２０２ ２６７２１．６ ５２８５ ４８合計 ４０８３ ７３．５５５５２

４
９
５
７
７
２
１
９

０
６
０
２
６
７
７
８

３
２
３
３
２
４
２
６

１

８
０
６
９
１
４
１
３

３
５
４
４
４
４
２
５

１

６
６
８
９
０
０
４
７

Ｃ
巳
●
●
句
●
●
●

６
７
０
１
６
５
６
３

３
２
３
３
３
２
２
２

１１．１

１５．７

１３．１

１３．０

１３．３

８．５

７．２

８．３

５２．３

５６．７

５６１

５５．１

５０．７

６６．５

６６．４

６８０

５
８
８
０
１
９
７
６

２
８
０
２
１
２
７
３

１
１
１
１
１
４

９
１
７
７
６
３
４
３

７
８
９
０
５
４
９
５

１
１
１
２
１
３
１
２

１

２
９
１
６
８
６
２
２

４
１
５
７
０
１
９
４

３
３
３
３
３
５
２
８

１

４．２２

～２３
１９８１

６．８ ５．９
～１０

３９０４合計 ４４２ １０．２２７１０ ６２．３ １１９４ ２７．５４３４６
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1976年の親魚は、前年までの穴アキ病等により蕊死したものが多く、優良親魚の数が少な

くなり、親魚の不足からやtfをえず単瞥鰭のものを－部使用した。（尾数不明）、1977年以降

については、すべて複響鰭による交配である。また、1981年の採卵は例年になく不順であっ

た。すなわち、前年度までは雌雄混養して２～３日で多量の放卵を見、順調に採卵が行われ

ていたが、８１年は４月２１日(例年とほ堂同期）に雌雄合せ、２２日～２３日にわずか産卵したの

みて、その後２～３組の産卵行動が見られたものの放卵はほとんどなく、５月９日、１０日に至

り多量に産卵し、１１日にはまったく産卵行動を示さなくなった。この間２０日間を要し、雌
※

雄混養前の放卵（カラズリ）は確認できなかったが、２番仔あるいは３番仔と考えらｵLる゜

調査結果を見る限りでは、単讐鰭を除外した'77年から、フナ尾の割合は前年と比較し約半

減し､'78～'80年の間は４～５％となり、その分正常尾が増加しているハ'81年１こついては正常

尾が減少し、不正尾、フナ尾が増加している。この理由は、例年にない採卵不順が影響した
４）

ものと推察されるが、今後更に調査検討しなければならない。

’77年～'81年の各尾型の出現割合はほぼ一定している。これについて、松井（1934）の実

験例の中から、参考になると思われる同一品種間で、開尾どうしの交配結果を引用すると表
３）

－２のとおりであり、フナ尾の数が非常に少なく確かに先祖返り程度と見られる。但し、松

井と筆者では正常尾（三つ尾、四つ尾）、不正尾（不完全開尾）及びフナ尾の判別に若干の

表－２松井による尾ピレに関する交配結果

不完全開尾Ｐ

三つ尾×三つ尾リュウキソｘリュウキン

デメキンｘデメキン

クロデメキンxｸﾛﾃﾞﾒｷﾝ

〃×″

四つ尾×四つ尾

″×〃
〃×″

升水産講習所研究要報第３０巻第１号１９２０より抜粋

￣■■■■

※雌魚の糸飼育中に、水温の急上昇や降雨による刺激のため泳ぎながら熟卵を放出する状態
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相違がある。即ち、松井は、開き過ぎ、つまみ型、反転等の一部を開き尾として三つ尾四つ

尾の正常尾に、外見フナ尾で下葉の下端が溝状に分かれたものを不完全開き尾に区別してい

るが、筆者は、前者を不正尾に、後者をフナ尾として区別した。このことを考慮すると、今

回の調査結果は松井の結果とほぼ同じであるが、更に調査を継続したい。

5．尾鰭の型と腎鰭の関係について

ｌ）材料及び方法

選別作業時に無作為に抽出したリュウキン、キヤリコ、ワキンについて、各尾型別に瞥鰭

の枚数を調べた。

２）結果と考察

正常尾の稚魚９０％以上が複啓鰭を持ち、また、フナ尾では単腎鰭が９０％以上の割合で

見られている。更に不正尾では単瞥鰭が３０～５０％と多くなっている。これら不正尾を精

査すると、開き過ぎや鰭先の反転、ちぢみ等比較的正常尾に近い尾を持つ金魚に複啓鰭が多

く、フナ尾に近いものほど単啓鰭であって、尾鰭と瞥鰭の間には（遺伝的に）関連があると

考えられる。

表には示していないが、シュブンキン、ヒブナ、コメヅト等元々フナ尾である品種は、い

ずれも単腎鰭であることは先に述べたとおりで、これら品種の単智鰭はすでに純系になって

いるといえる。しかし本調査及び後述の調査でも見られるが、開き尾で複瞥鰭どうしの稚魚

のうち、開尾のもの（特に正常尾であっても）でもすべて複智鰭とは限らず、必らずわずか

な割合であるが、単啓鰭が出現していることから考えると、開き尾を正常尾とする金魚の場

合尾鰭と啓鰭とを組合せた遺伝的関係はいまだ複雑であるといえる。

4．単啓鰭及び復啓鰭どうしの交配による各尾型及び啓鰭の出現状況について

１）材料及び方法

当場産リュウキン２年魚（’79年４月２４日～２６日採卵）を用い、各々正常尾の単啓鰭×単

臂鰭（以下単×単とする）と復啓鰭×復啓鰭（以下複×複とする）の組合せにより、’８１年

４月２６日に採卵し、コンクリート池（約４９５㎡水深２００７７Ｚエアレーション通気）に

て５月１日ふ化完了５月５日に養殖池（士池）に放養飼育した稚魚の、各尾型の出現割合と

尾型別臂鰭の数を調査した。なお、当試験交配においても、前段の一般親魚同様採卵はあま

り順調ではなかった。

単×単は、雌４尾×雄５尾、複ｘ複は、雌２０尾×雄２１尾でそれぞれ採卵、調査時の６
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表－３尾型と瞥鰭の関係

調査年月魚種複シリピレ単シリピレ尾型
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９
３
５
３
６
７
４
６
６
５
８
１
３
７
５
４
８

９
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●

４
２
３
５
２
７
７
５
４
５
７
０
９
２
９
８
１

１
１

％
１
７
５
７
４
３
６
４
４
５
２
９
７
３
５
６
２

●
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●
●
●
●
⑤
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●
●
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７
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５
４
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０
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０
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９
９
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９
９
９
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５
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３
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９
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２
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図－２．１単瞥鰭×単瞥鰭の稚魚における尾型及び轡鰭の出現状況
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図－２．２復啓鰭×複腎鰭の稚魚における尾型及び瞥鰭の出現状況
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月～７月に前者３，３１６尾、後者が２７，２４７尾の稚魚が得られた。前者については全尾数、後

者については、無作為に６，４４０尾を調査した。

2）結果と考察

交配結果を図２．１及び図２．２に示した。この稚魚は筆者が複腎鰭どうしの交配を行って

から３代目に当るものである。尾鰭、啓鰭の純系分離には、まだ幾代もの交配が必要とされ

るが、一応両者を比較すると以下のようである。

（１）尾型について

ａ開尾の出現は複×複に多く（９１％）、フナ尾は単×単に多い（２４％）

ｂ開尾のうち正常尾の多いのは複×複で（７２％）不正尾の多いのは単×単（４２％）

である。

(2)瞥鰭について

ａ単×単では各尾型とも単啓鰭を持つ個体が多く、全調査尾数の７５％を占める。

ｂ複×複では各尾型とも復啓鰭を持つ個体が圧倒的に多く、全調査尾数の７１％を占め

る。

(3)尾型と啓鰭を組合せた場合について

ａ開尾のうち正常尾で復啓鰭を持つ個体は単×単で４９４％とほ■％に対し、複×複で

は、８７．７％と多い。

ｂ開尾のうち不正尾で複啓鰭を持つ個体は、単×単で僅か９．９％であるのに対し、複ｘ

複では４９．４％である。

ｃフナ尾については、単×単で複瞥鰭を持つものは０尾で全部が単啓鰭であったが、複

×複では、６３％と僅かではあるが複瞥鰭が出現している。

前記のとおりこの個体は、複啓鰭どうしによる交配を重ねてから３代目に当るわけである

が、この交配実験で見る限りでは、親魚の備える臂鰭が単か複かによって、その個体の尾型

に多大な影響を及ぼしていることがわかる。

フナ尾型の稚魚の啓鰭が、両組合せとも圧倒的に単瞥鰭であったという事実は、開尾を正

常尾とする品種においても、単臂鰭とフナ尾との間には深い因果関係があるものと言えよう。

また、単×単の交配で、正常尾のうち単啓鰭の稚魚が５０％も出現するとなると、その後の

影響を考えた場合、親魚候補の選抜に大きな支障を来たすことになろう。

5．まとめ

今回の実験結果から推察すると、尾鰭の型と腎鰭の間には、（遺伝的連鎖）関係があると考
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えられる。従っていかに体型的、色彩的に優秀で正常な尾型であっても、単瞥どうしあるいは

単啓鰭の混在による交配では、その稚魚にフナ尾が多く出現するばかりでなく、不正尾もより

多く出現することが判断できる。特に雄魚の単啓鰭は、精子の広範囲への働きを考えると、雌

魚に比べ影響が大きいことが予測されるから絶対にさけるべきであろう。このことから、金魚

生産業者の大きな課題である生産性を高めるための系統的な優良親魚として、正常尾であるこ

とは勿論、複腎鰭の親魚を選択することが重要な１条件ということができる。

金魚生産においては、家畜等のように、同種、異系統間の交雑は、例外を除いてあまり行な

われず、代々自家生産魚による近親繁殖がなされている。このような近親繁殖は、時として有

害な結果が起るとされているが、言うまでもなく、新しい形質や優秀な性質をより発達きせ固

定させるための有効な手段で、遺伝的ホモ接合性を高めてゆくことになり、複啓鰭どうしによ

って代を重ねることは、生産性を高める点で有効なことと考える。

リュウキンについての交配実験だけであったが、このことは元来三つ尾、四つ尾等開尾を正

常尾とする他の品種についても、例外ではないと考える。今後更に調査を行ない検討を加えた

し、。

6．要約

金魚養殖業において、より市場価値の高い稚魚の生産が可能な優良親魚の１条件を検討する

ため、リュウキン等の瞥鰭について、尾鰭の型との関係を調査した。

１）リュウキンの尾型出現割合

（１）当場で一般養成したリユウキンの稚魚について、１９７６年～１９８１年まで、正常尾、不

正尾、フナ尾型の各出現状況を調査した。

（２）－部親魚に単讐鰭を用いた１９７６年は、正常尾が５６１％、不正尾３１２％、フナ尾

１２．７％であった。

（３）複瞥鰭の親魚だけで採卵した１９７７年以降は、採卵不順であった１９８１年を除いて、正

常尾が７２２％～７５７％と増加し、不正尾１９．７％～？１．６％、フナ尾４６％～６４％

と減少した。

２）尾嘗の型と瞥鰭の閏係

（１）一般養成稚魚（主としてリュウキン）を調査した。結果は、正常尾の稚魚の９０％以上

カミ瞥鰭で、フナ尾の稚魚では逆に９０％以上が単讐鰭であった。

（２）不正尾のうち単瞥鰭は３０～５０％見られたが、このうｵﾉⅢＦｓに近いものほど復啓鰭

が多く、フナ尾に近いものほど単瞥鰭であった。
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3）単腎鰭及び複讐鰭どうしの交配によるリュウキン稚魚の尾型と腎鰭について

（１）複×複の場合、フナ尾9.0％、開尾が９１０％、うち正常尾７２％で、複瞥鰭を持つ稚

魚が多く全体の７１％であった。

（２）単×単の場合、フナ尾２４％、開尾が７６％うち正常尾５８％で、複腎鰭の稚魚が少な

く全体の２５％であった。

（３）正常尾で復啓鰭の割合を見ると、複×複で８８％、単×単で４９％であった。

（４）親魚の備える智鰭が複か単によって、その稚魚の尾型に大きな影響を与えていた。

4）尾鰭の型と啓鰭との間には、（遺伝的連鎖）関係があると考えられ、複智鰭であることが

親魚を選択するうえで重要な条件と考える。
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